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ミスタ 103AT2 (SEMITEC社)を用い温度計測用回路を構成し，電圧データを myRIO1900 
(National Instruments 社)で A/D 変換後 USB に保存した．温度に依存して電圧値が
変化するため，データシートの温度-抵抗値から Steinhart-Hart式を用いて温度情報
に変換した．二酸化炭素濃度センサ T6615-50K(Amphenol 社)，光量子センサ
SE-SQ-215-SS (Apogee 社)，相対湿度センサ CHS-UPR(TDK 社)は回路内蔵センサユニ
ットである(図 2)．二酸化炭素濃度や光量子束密度や湿度に依存したセンサからの出
力電圧を myRIO1900にて A/D変換し USBに保存した．密閉容器内の局所的な二酸化炭
素濃度変化や温度変化を防ぐため，内部に DC ファン F310R(日本電産コパル電子社)







用 LED(EC Technology 社)を照射した．密閉容器と LED の設置距離を調整することで
光量子束密度の値を制御し，光量子束密度と植物の二酸化炭素濃度変化の解析を可能




図 1.チャンバー内のポトスとセンサの様子(左図),  
  チャンバーに蓋をした様子(右図) 
 












m-2 s-1)から100(µmol m-2 s-1)程度の値を示し，LED消灯中は光量子束密度が0に近い値
を示した (図3, 図4)．図3の1/11-1/12は光量子束密度を制御することを目的とし，
LEDを容器に近づけることで光量子束密度を調整可能か検討した．1/11の LED点灯中
の平均光量子束密度は50 (µmol m-2 s-1)程となり，1/12の LED点灯中の平均光量子束
密度は100 (µmol m-2 s-1) 程となった．今回実験に使用したポトスの所要光強度は15
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